
平成１３年度事務事業評価表

担当

①総合計画での位置付け

②事務事業の内容

③事業の概要

④目標値

⑤事業の進捗状況

計画

実績

事業費

人件費

(人数)

合計

国

県

市債

その他

一般財源 14,669,500 14,549,920 20,656,900

14,669,500 14,549,920 20,656,900

財源内訳

事業費

6,097,500 6,191,920 6,212,000

8,572,000 8,358,000 14,444,900

1.0 1.0 1.7

平成12年度決算 平成13年度決算 平成14年度予算

目標値
－ － 7.3%

7.9% 6.3% －

成果指標名 講習会参加割合

成果指標の説明 講習会参加人数　　　　／　　　　人口（各年度初）

想定する成果 自主防災会の活性及び自主性を図り地域における災害対応能力の向上を図る

項　目 平成12年度実績 平成13年度実績 平成14年度計画

対　　象 自主防災会に対して

手　　段 交付金の交付・リーダー研修会の開催により

基本目標 施策名

健康で安心して暮せるまちづくり 防災

根拠法令等 蒲郡市補助金等交付規則 Ａ法令　　Ｂ条例　　Ｃ規則　　Ｄその他　　Ｅなし

内線等 99-204

事業ｺｰﾄﾞ 事務事業名 自主防災会運営育成事業

1回　143人

延80回　5,202人

課　長 担　当

消防本部 消防署

182隊　5,460,000円

1回　152人

延85回　6,000人

交付金

ﾘｰﾀﾞｰ研修会

職員派遣

181隊　5,430,000円

1回　176人

延85回　6,561人

182隊　5,460,000円



⑥事務事業内容の評価

⑦これまでに実施した改善点

⑧今後の改善すべき点

緊急度 東海地震強化地域指定により自主防災会の育成・指導の必要性が高まった

市民参加度 要望について地元講習会において積極的に取り入れたい

効率性

公共性 市が実施するのが適当である

市民参加度 地区防災訓練時に職員を派遣し要望収集を図った

達成度 リーダー研修開催日について、参加率の高い日を選びたい

公共性 市が実施するのが適当

緊急度

達成度 目標どおりの参加数で事業の成果大

効率性 予算と参加人数がほぼ見合っていた

合　　計 31

総合評価 　　　Ｂ

34

　　　Ｂ 事業内容このままで効果があがっている。

小　　計 25

市民参加度 6

28

6 地区防災訓練時に職員を派遣し要望収集を図った。

公共性 6

緊急度 10

6

10

市が実施し、将来的には地域の自主性に委ねる。

実施してよかった事業である。

達成度 3

効率性 6

6

6

リーダー研修の重要性が地域に認識されつつある。

地域内から育成したリーダー隊員による自主防災会の啓
発を図った。

項　　目 課内評価点数 部長評価点数 評価の説明（問題点）


	消防署

